
 

 

 

 

 

 

 
 
 

欧州の野鳥では夏季でも鳥インフルエンザウイルスが検出されています。北米やアジア

では家きんの鳥インフルエンザ発生が続きました。また、国内では家きんにおいて過去最

大の発生となり、多数の野鳥からもウイルスが検出されました。カラス等の留鳥の群内で

流行すると長期にわたり環境中にウイルスが存在することも予想される、と専門家のコメ

ントがあります。昨年は４月、５月に発生があったことから、引き続き注意が必要です。 
 

 

国名 種類 事例数 型 期 間 

韓国 家きん ７２ H5N1 2022年 10月～ 2023年４月２日 

台湾 家きん ３８ H5N1,H5N2 2022年７月～ 2023年１月 11日 

欧州 
家きん １０２９ ほぼ H5N1 

2022年７月～ 2023年３月 13日 
野鳥 １４７２ H5N1 

米国 家きん ７６５ 不明 2022年７月～ 
2023年２月 21日 

カナダ 家きん ２９９ 不明 2022年７月～ 

 
 

種類 事例数 期 間 

家きん ２６道県 ８４事例 令和４年 10月～ 
令和 5年 4月 10日 

野鳥 ２７道県２３６事例 令和４年９月～ 

 

 

 

 

所長 山本 修 

 飼養衛生管理基準の遵守を通じ、家畜伝染病防疫対策の維持・強化をお願いします。 

保健衛生課 防疫課 病性鑑定課 

課長 神戸三希 

 

 

 

 

 

 

 

課長 袴田由美 課長 大泉卓也 

伝染病等の異常通報は松本家畜保健衛生所 TEL:0263-47-3223へ 

長野県松本家畜保健衛生所 
〒390-0851 松本市島内西川原 6931 

TEL:0263-47-3223 FAX:0263-47-0101 

E-mail:matsukachiku@pref.nagano.lg.jp 

中信家畜畜産物衛生指導協会 
TEL：0263-47-6789 

引き続き、鳥インフルエンザに注意を！ 

令和５年(2023 年) 4 月 17 日 ＜No.２＞ 

令和５年度 松本家畜保健衛生所の新たな体制がスタート！ 

慢性疾病対策等を通じ

て、生産性向上を支援

します。 

各種検査や病性鑑定な

どを通じて、家畜伝染

病の発生予防と、衛生

管理の向上を支援しま

す。 

病性鑑定の精密検査を

通じて、疾病の診断、

対応等、最新知識を用

いて疾病対策を支援し

ます。 

海外の高病原性鳥インフルエンザ発生状況 

国内の高病原性鳥インフルエンザ発生状況 


